
◆ 協働による海岸林の再生
下越森林管理署村上支署（新潟県）

【取組概要】

マツクイムシ被害により、衰退している村上市瀬波地区の海岸林について、地域ボラ

ンティアと協働でマツの植栽・保育、防風柵の設置、管理歩道の整備等を行い海岸林の

再生を図る。

【取組状況】

＜海岸林再生事業の実施状況＞

保安林改良事業に当たっては、地域住民に事業内容を説明し理解を得るとともに、

要望等を聴きながら事業を行っている。

○浜新田外保安林改良事業

・下刈 13.56ha

○ボランティア活動

・実施日：7月23日

・参加者：県立村上中等教育学校

約110名

瀬波地区区長会

・除草作業 0.08ha

○鱸ヶ池保安林改良事業 ボランティア活動の様子

・管理歩道作設 228ｍ

・除伐 2.57ha

○浜新田外保安林改良事業（第Ⅱ期）

・除伐Ⅱ類 1.11ha

・植栽 0.94ha

・静砂垣 1,154ｍ

○卒業記念植樹

・実施日：3月14日

・参加者：市立瀬波小学校 約100名

瀬波地区区長会

・植樹 アカマツ 150本 0.04ha

卒業記念植樹

【今後の予定】

現地は、ふれあいの森「瀬波夕日の森」に設定しており、県立村上中等教育学校によ

る除草作業及び、市立瀬波小学校による卒業記念植樹は、毎年の恒例行事となっている

ことから、保安林改良事業等の実行と併せて今後も継続していく予定


